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201 0 年 VLS I 回 路 シ ン ポ ジ ウ ム 報 告  
 

 神 戸 大 学 永 田  真

 

 V L S I 回 路 技 術 に 関 す る 世 界 最 先 端 の 研 究 成 果 が 発 表 さ れ る 機 会

と し て 、 2 0 1 0  S y m p o s i u m  o n  V L S I  C i r c u i t s  ( V L S I 回 路 シ ン ポ ジ ウ

ム ）が 、2 0 1 0 年 6 月 1 6 日（ 水 ）か ら 1 8 日（ 木 ）に H i l t o n  H a w a i i a n  

Vi l l a g e（ 米 国 ハ ワ イ 州 ホ ノ ル ル ）に て 開 催 さ れ た 。こ の 会 議 は 毎 年

6 月 に 日 本 （ 京 都 ） と 米 国 （ ホ ノ ル ル ） で 交 互 に 開 催 さ れ て お り 、

今 年 は 第 2 4 回 の 開 催 で あ っ た 。 V L S I デ バ イ ス・ プ ロ セ ス 技 術 に 関

す る 国 際 会 議 、 S y m p o s i u m  o n  V L S I  Te c h n o l o g y  ( V L S I 技 術 シ ン ポ

ジ ウ ム )と 重 複 す る 日 程 に 同 じ 場 所 で 開 催 さ れ 、ど ち ら か 一 方 の シ ン

ポ ジ ウ ム に 参 加 登 録 す れ ば ど ち ら の セ ッ シ ョ ン も 聴 講 で き る こ と か

ら 、 V L S I に お け る 回 路 分 野 と デ バ イ ス ・ プ ロ セ ス 分 野 に お け る 人

と 技 術 の 交 流 機 会 と な っ て い る 。 両 シ ン ポ ジ ウ ム の 参 加 者 は 総 数

7 0 0 名 程 度（ う ち 回 路 シ ン ポ ジ ム の 登 録 は お よ そ 2 8 0 名 ）で あ っ た 。  

 

 本 年 の V L S I 回 路 シ ン ポ ジ ウ ム に は 9 2 件 の 論 文 発 表 が あ っ た 。論

文 の 投 稿 件 数 は 4 0 9 件 、採 択 率 は 約 2 2 %で あ り 、厳 選 さ れ た 質 の 高

い 技 術 成 果 の 発 表 が 相 次 い だ 。 発 表 の 内 訳 は 産 業 界 か ら 4 0 件 、 大

学 関 係 が 5 2 件 で あ っ た 。 産 業 界 の 論 文 数 は 全 体 の 4 3 . 5 %で あ り 、

前 年 比 1 3 ポ イ ン ト 以 上 の 改 善 で あ っ た 。 世 界 的 な 景 気 低 迷 の 中 に

あ っ て も 、 半 導 体 メ ー カ ー 各 社 は 先 端 製 品 に 向 け た V L S I 回 路 技 術

の 開 発 を 粛 々 と 進 め 、 市 場 拡 大 の 好 機 に 向 け て 準 備 し て い る 様 子 が

わ か る 。 採 択 論 文 数 の 多 い 組 織 は 、 I n t e l 社 の 9 件 を 筆 頭 に 、 日 本

電 気 、 U C L A、 東 京 大 学 、 が そ れ ぞ れ 4 件 で あ っ た 。 地 域 別 に み る

と 、日 本 か ら の 採 択 論 文 数 は 2 7 件 、米 国 か ら は 3 9 件 、台 湾 1 0 件 、

韓 国 4 件 で あ っ た 。  

 

 初 日 に は 2 件 の 基 調 講 演 が あ っ た 。 米 国 B o s t o n  P o w e r 社 の 創 業

者 で C E O を 務 め る C h r i s t i n a  L a m p e - Ö n n e r u d 氏 は 、バ ッ テ リ ー 技

術 、と り わ け リ チ ウ ム -イ オ ン セ ル を 中 心 に 技 術 革 新 の 歴 史 と 将 来 へ
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の 期 待 に つ い て 講 演 し た 。 バ ッ テ リ ー は 低 炭 素 社 会 の 実 現 に 向 け 、

と り わ け 自 動 車 な ど の 移 動 手 段 に お け る オ イ ル 依 存 を 抑 圧 す る エ ネ

ル ギ ー 蓄 積 手 段 と し て 世 界 的 に 着 目 さ れ て い る 。 バ ッ テ リ ー の 高 い

安 全 性 の 確 保 、 量 産 に お け る 環 境 負 荷 の 低 減 、 バ ッ テ リ ー の リ サ イ

ク ル モ デ ル 、 な ど 社 会 の 要 求 に 答 え る 技 術 を 開 発 し な が ら 市 場 の 開

拓 に つ な げ る 、 同 社 の 取 り 組 み が 紹 介 さ れ 、 会 場 の 半 導 体 技 術 者 ・

研 究 者 に 感 銘 を 与 え て い た 。  

  

 続 い て 、パ ナ ソ ニ ッ ク 社 戦 略 半 導 体 発 セ ン タ ー 所 長 の 藤 川 悟 氏 は 、

今 話 題 の 3 D - T V に つ い て 、テ レ ビ ジ ョ ン 技 術 と し て の 背 景 と 市 場 性 、

お よ び こ れ を 支 え る シ ス テ ム L S I 技 術 に つ い て 講 演 し た 。ヒ ト の 左

右 の 目 が と ら え る 画 像 を フ レ ー ム ご と に 記 録 あ る い は 再 生 す る こ と

が 3 D 画 像 処 理 の 特 徴 の 一 つ で あ り 、 こ れ に 適 し た フ ル ハ イ ビ ジ ョ

ン 対 応 の 3 D 画 像 圧 縮 手 段 、3 D 画 像 再 生 に お け る 左 右 の 画 像 フ レ ー

ム の 切 り 替 え と 3 D メ ガ ネ に 搭 載 さ れ た 左 右 レ ン ズ の シ ャ ッ タ ー 機

能 と の 同 期 手 段 、な ど 、3 D - T V の 技 術 ポ イ ン ト を 解 説 す る と と も に 、

高 度 に 集 積 化 し た シ ス テ ム L S I の 高 い 処 理 能 力 に よ り 具 体 化 さ れ て

い る こ と を 印 象 づ け た 。  

 

 一 般 論 文 は 2 2 の セ ッ シ ョ ン に ま と め ら れ て お り 、 デ ジ タ ル （ プ

ロ セ ッ サ ー 、デ ジ タ ル 回 路 、電 力 管 理 、ク ロ ッ ク な ど ）、通 信（ 有 線 、

無 線 ）、メ モ リ ー（ S R A M、D R A M、不 揮 発 メ モ リ ー ）、ア ナ ロ グ（ デ

ー タ コ ン バ ー タ ー 、フ ィ ル タ ー 、セ ン サ ー 、デ ィ ス プ レ イ な ど ）、な

ど 、 V L S I 回 路 技 術 分 野 を 網 羅 し て い る 。 本 年 の 論 文 を 通 し て 着 目

す べ き 技 術 動 向 は 、 大 き く 五 つ の 方 向 が あ る と 考 え て い る 。 す な わ

ち 、 ① L S I の グ リ ー ン 化 、 ② 健 康 を 見 守 る L S I、 ③ 無 線 の 適 用 領 域

の 拡 大 、④ 微 細 化 に 伴 う 問 題 に 回 路 技 術 で 挑 む 、⑤ さ ら な る 高 集 積・

高 機 能 化 に 向 け た 展 開 、 と い う 潮 流 で あ る 。  

L S I の グ リ ー ン 化 に つ い て は 、 細 粒 度 制 御 、 低 電 圧 化 、 ば ら つ き

と キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 、 を キ ー ワ ー ド に し た 低 電 力 化 技 術 が 話 題 と

な っ た 。 健 康 を 見 守 る L S I 技 術 と し て 、 生 体 信 号 の 「 取 得 （ ア ナ ロ

グ ）」、「 処 理（ デ ジ タ ル ）」、「 伝 送（ 無 線 ）」向 け の 回 路 技 術 が 続 出 し
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た 。 無 線 の 適 用 領 域 の 拡 大 に つ い て は 、 無 線 の ア ン ビ エ ン ト 化 に 必

要 な 「 至 近 距 離 通 信 」 と 「 バ ッ テ リ ー レ ス 化 」 に 向 け た 回 路 技 術 が

話 題 と な っ た 。微 細 化 に 伴 う 諸 問 題 に 回 路 技 術 で 挑 む た め 、「 ば ら つ

き 」、「 ノ イ ズ 」、「 ソ フ ト エ ラ ー 」、「 劣 化 」 の 問 題 に 対 処 す る 手 段 が

登 場 し た 。 さ ら な る 高 集 積 ・ 高 機 能 化 に 向 け た 展 開 と し て 、 三 次 元

積 層 技 術 や チ ッ プ 間 無 線 技 術 の シ ス テ ム 応 用 に つ い て 多 数 の 報 告 が

あ っ た 。  

 

本 会 議 に 先 立 ち 、 全 日 の シ ョ ー ト コ ー ス が 前 日 に 催 さ れ た 。

「 C M O Sデ バ イ ス の 技 術 動 向 と 回 路 設 計 」 と し て 、 デ バ イ ス か ら 、

回 路 、 チ ッ プ 、 パ ッ ケ ー ジ ま で V L S Iの 技 術 領 域 を 広 く 俯 瞰
ふ か ん

で き る

プ ロ グ ラ ム と 、「 周 波 数 と ク ロ ッ ク 生 成 」と し て 、発 振 回 路 の 基 礎 特

性 か ら 周 波 数 発 生 回 路 や P L L回 路 の 構 成 ま で 先 端 回 路 技 術 を 学 ぶ プ

ロ グ ラ ム の 二 つ の ト ラ ッ ク が 提 供 さ れ た 。 い ず れ の プ ロ グ ラ ム も 世

界 的 に 知 ら れ た 講 演 者 を そ ろ え て お り 、 参 加 者 は 興 味 に 合 わ せ て プ

ロ グ ラ ム 間 を 行 き 来 き で き る 。  

 

V L S I 回 路 技 術 に 関 す る 最 新 か つ 斬 新 な ア イ デ ア が 世 界 中 の 半 導

体 メ ー カ ー や 学 術 研 究 機 関 か ら 提 案 さ れ 、 詳 細 な 実 証 デ ー タ に 基 づ

く 議 論 が 展 開 さ れ る 点 に 、 本 シ ン ポ ジ ウ ム の 特 徴 が あ る 。 来 年 の

V L S I 回 路 シ ン ポ ジ ウ ム は 2 0 11 年 6 月 1 5 日 ～ 1 7 日 に リ ー ガ ロ イ ヤ

ル 京 都 で 開 催 さ れ る 。一 般 論 文 の 投 稿 締 切 は 2 0 11 年 1 月 2 4 日 を 予

定 し て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


